
■
学
習
到
達
度
調
査

各
教
科
の
学
習
内
容
が
身
に
つ
い

て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
た
め
の
テ

ス
ト
形
式
に
よ
る
調
査
で
す
。

「
個
人
票
」
に
は
、
教
科
ご
と
に

観
点
別
等
の
目
標
値
（
こ
こ
ま
で
は

正
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
目
標
と
な

る
数
値
）
に
対
す
る
児
童
・
生
徒
個

人
の
到
達
度
（
得
点
と
ほ
ぼ
同
じ
意

味
の
数
値
）
が
棒
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
観
点
別
の
主
な
設
問
例
は
、
表

１
・
表
２
の
と
お
り
で
す
。

目
標
値
に
到
達
し
て
い
な
い
観
点

に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
学

習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
元
の
「
個
人
票
」
と
見
比
べ
、
今

後
の
学
習
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
学
習
意
識
調
査

学
習
に
対
す
る
意
欲
や
態
度
が
ど

の
よ
う
に
養
わ
れ
て
い
る
か
を
測
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
る
調

査
で
す
。

「
個
人
票
」
に
は
学
年
の
成
績
と

特
に
関
係
の
深
い
20
項
目
を
選
ん

で
、
児
童
・
生
徒
個
人
の
「
あ
て
は

ま
る
」「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
度
合

い
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

を
も
と
に
、
日
ご
ろ
の
学
習
や
生
活

習
慣
な
ど
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
二
つ
の
調
査
を
も
と
に
教

育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
意
識
と
学
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、「
学
習
到
達
度
調
査
」
の
結
果

を
Ａ
（
上
位
１
／
３
）
・
Ｂ
（
中
位

１
／
３
）
・
Ｃ
（
下
位
１
／
３
）
の

３
層
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を

比
較
し
ま
し
た
。
次
に
「
学
習
意
識

調
査
」
の
設
問
項
目
の
う
ち
、
肯
定

的
な
回
答
を
し
た
者
の
割
合
を
Ａ
層

と
Ｃ
層
の
間
で
比
較
し
、
そ
の
差
が

特
に
顕
著
な
設
問
事
項
（
表
３
）
を

抽
出
し
て
み
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
層
の
児
童
・

生
徒
の
学
習
に
対
す
る
意
識
と
し
て

共
通
す
る
こ
と
は
、
次
の
３
点
に
集

約
で
き
ま
す
。

▼
　
た
だ
単
に
覚
え
る
の
で
は
な
く
、

b
考
え
よ
う
c
と
し
て
い
る
。

▼
　
習
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
練
習

す
る
な
ど
、
努
力
を
怠
ら
な
い
。

▼
　
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
か
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め

に
は
何
よ
り
も
ま
ず
学
校
の
授
業
を

よ
り
理
解
し
や
す
く
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
家
庭
に
お
い
て

も
、
こ
の
意
識
調
査
に
見
ら
れ
る
傾

向
を
踏
ま
え
て
学
習
を
進
め
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

今
回
の
調
査
結
果
「
個
人
票
」
を

も
と
に
、
学
習
の
進
め
方
等
に
つ
い

て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
家
庭
で

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

教
育
委
員
会
で
は
、
調
査
結
果
を

さ
ら
に
細
か
く
分
析
し
、
各
学
校
の

授
業
改
善
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
参
考
と
し
て
の

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
（
仮
称
）」
を

今
年
度
中
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、「
学
習
到
達
度
調
査
」
と
「
学

習
意
識
調
査
」
の
結
果
は
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

﹇
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﹈
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教
育
委
員
会
で
は
、
区
内
の
す
べ

て
の
子
ど
も
が
自
主
的
に
読
書
に
親

し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
平

成
17
年
３
月
に
「
墨
田
区
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
図
書
館
と

学
校
図
書
館
の
連
携
に
よ
る
「
学
校

図
書
館
シ
ス
テ
ム
」
が
ま
も
な
く
稼

動
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
緑
小
学
校
、

第
三
吾
嬬
小
学
校
、
吾
嬬
第
二
中
学

校
の
３
校
で
試
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
学
校
図
書
館
の
蔵
書

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
管
理
し
、
貸
出
・
返
却
な
ど

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
簡
単
に
手
続
き

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
自
校
の
蔵

書
を
検
索
し
、
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
各
学
校
図
書
館
の
パ
ソ

コ
ン
が
、
墨
田
区
立
図
書
館
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
専
用
回
線
で
つ
な
が

り
、
墨
田
区
立
図
書
館
や
他
校
の
蔵

書
も
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
件
名
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
検
索
が
で
き
ま
す
。

利
用
開
始
時
期
は
、
学
校
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
10
月

下
旬
か
ら
11
月
の
予
定
で
す
。

今
年
度
は
、
３
校
で
の
試
行
で
す

が
、
来
年
度
以
降
、
シ
ス
テ
ム
設
置

校
を
拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

ま
す
。

﹇
問
合
せ
﹈
あ
ず
ま
図
書
館
1
３
６

１
２
―
６
０
４
８

（１） やさしいまち　豊かなまち　元気なまち・すみだ 第99号　平成18年10月発行
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区
で
は
、
区
立
小
・
中
学
校
の

小
学
２
年
生
以
上
の
全
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
、「
学
習
状
況
調
査
」

を
５
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
「
学
習
到
達
度
調

査
」
と
「
学
習
意
識
調
査
」
の
二

部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
の
で
、
す
で
に
、
学
校
を
通

じ
て
保
護
者
の
皆
様
に
お
渡
し
し

て
い
る
各
児
童
・
生
徒
の
調
査
結

果
「
個
人
票
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

今
後
の
学
習
・
生
活
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

「
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す

―
緑
小
学
校
・
第
三
吾
嬬
小
学
校
・
吾
嬬
第
二
中
学
校
―



子
ど
も
の
成
長
過
程
で
は
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
個

性
や
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

様
々
な
人
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
様
々
な
人
た

ち
と
の
関
わ
り
や
、
様
々
な
学
ぶ
経

験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ

こ
と
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、「
土
曜
補
習
教
室
」

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
し
て
、
区

民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

方
々
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。平

成
18
年
度
か
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
教
員
を

志
望
す
る
大
学
生
に
、
授
業
の
補
助

や
学
校
行
事
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
き
め
細
か
な

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

財
団
法
人
墨
田
育
英
会
で
は
、
無

利
子
で
奨
学
金
を
お
貸
し
し
て
、
就

学
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

来
春
、
高
校
な
ど
に
進
学
す
る
方

を
対
象
に
し
た
募
集
を
行
い
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈
墨
田
区
内
に
１
年
以

上
住
ん
で
い
る
方
の
お
子
さ
ん
で
、

成
績
が
優
秀
で
あ
り
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

中
学
３
年
生
　
＊
同
種
の
奨
学
金
を

受
け
る
方
や
、
墨
田
育
英
会
で
定
め

る
基
準
を
上
回
る
世
帯
の
収
入
が
あ

る
方
は
、
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。﹇
募
集
人
数
﹈
10
人
程

度
﹇
提
出
書
類
﹈
奨
学
金
貸
付
申
請

書
・
住
民
票
（
世
帯
主
と
の
続
柄
が

記
載
さ
れ
た
家
族
全
員
の
も
の
）
・

所
得
証
明
・
奨
学
生
推
薦
調
査
書

ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
の
た
め
に
留

学
生
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
大
学
生
が
学
校
に
来

る
こ
と
で
新
た
な
活
気
が
吹
き
込
ま

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
年
齢
が

近
く
親
し
み
や
す
い
学
生
た
ち
と
の

交
流
の
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
教
育
の
多
様
な
場

面
で
、
地
域
の
方
々
や
大
学
な
ど
、

様
々
な
力
を
得
な
が
ら
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
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合
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﹈
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﹇
申
込
み
﹈
▼
区
立
中
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
生
徒
＝
学
校
か
ら
ご
案
内

し
ま
す
。
▼
区
立
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
な
い
生
徒
＝
12
月
20
日
（
水
）

ま
で
に
直
接
、
財
団
法
人
墨
田
育
英

会
（
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
内
）

1
５
６
０
８
―
６
３
０
２
へ
。

区
立
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い

る
「
土
曜
補
習
教
室
」
等
で
児
童
・

生
徒
の
指
導
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
普
通
教
員
免
許
状
が
あ
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
を
含
む
。
将
来
、
教

員
を
志
望
す
る
短
大
生
・
大
学
生
等

も
可
）
▼
普
通
教
員
免
許
状
に
代
わ

る
資
格
が
あ
り
、
国
語
・
算
数
・
数

学
・
英
語
の
い
ず
れ
か
の
指
導
が
可

能
な
方
﹇
主
な
協
力
内
容
﹈
▼
プ
リ

ン
ト
学
習
の
補
助
指
導
と
採
点
　
▼

児
童
・
生
徒
の
学
習
相
談
へ
の
対
応

＊
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

が
、
人
材
登
録
で
す
の
で
、
直
ち
に

協
力
を
お
願
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
＊
詳
し
く
は
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
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合
せ
﹈
す
み
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育
研
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所
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■
企
画
展
「
水
害
を
の
り
こ
え
て
」

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
で
は
、

水
害
と
治
水
の
歴
史
を
た
ど
る
企
画

展
「
水
害
を
の
り
こ
え
て
　
江
戸
か

ら
昭
和
の
洪
水
と
治
水
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
墨
田
区
域

で
起
こ
っ
た
水
害
と
治
水
の
歴
史

を
、
災
害
当
時
の
絵
葉
書
や
写
真
、

古
文
書
、
錦
絵
な
ど
か
ら
紹
介
し
ま

す
。

﹇
期
間
﹈
12
月
10
日
（
日
）
ま
で

■
特
集
展
示
「
初
公
開
　
田
辺
一
鶴

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
講
談
本
に
み
る

忠
臣
蔵
の
世
界
―
」

元
禄
15
年
（
１
７
０
２
年
）
に
起

こ
っ
た
赤
穂
事
件
は
、「
忠
臣
蔵
」

と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
人
気

を
集
め
、
歌
舞
伎
や
講
談
、
映
画
な

ど
の
題
材
と
な
り
、
現
在
で
も
そ
の

人
気
は
続
い
て
い
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
講
談
界
の
第
一
人

者
で
あ
る
田
辺
一
鶴
氏
が
、
ご
自
身

の
芸
を
磨
く
た
め
に
長
年
収
集
さ
れ

た
、
膨
大
な
数
に
及
ぶ
資
料
を
も
と

に
、
明
治
以
降
の
講
談
や
小
説
で

「
忠
臣
蔵
」
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、

演
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
区
と
ゆ

か
り
の
深
い
「
忠
臣
蔵
」
の
名
場
面

の
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

﹇
期
間
﹈
19
年
１
月
10
日
（
水
）
ま
で

＊

﹇
開
館
時
間
﹈
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
　
＊
入
館
は
４
時
半
ま
で

﹇
休
館
日
﹈
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
と

き
は
翌
日
）、
第
４
火
曜
日
、
12
月
29

日
（
金
）
〜
19
年
１
月
３
日
（
水
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料

館
（
向
島
２
―
３
―
５
）

﹇
観
覧
料
﹈
▼
個
人
＝
１
０
０
円

▼
団
体
（
20
人
以
上
）
＝
80
円
　
＊

中
学
生
以
下
と
身
体
障
害
者
手
帳
・

愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

﹇
問
合
せ
﹈
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料

館
1
５
６
１
９
―
７
０
３
４

文
字
・
活
字
文
化
の
日
（
10
月
27

日
）
及
び
２
０
０
６
・
第
60
回
読
書

週
間
（
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
）
に

ち
な
み
、
児
童
文
学
評
論
家
の
赤
木

か
ん
子
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
子

ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
方
法
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤
木
か
ん
子
氏
は
、
執
筆
・
講
演

活
動
の
ほ
か
、
学
校
図
書
館
の
整
備

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
特
に
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈
11
月
４
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
５

階
）

﹇
定
員
﹈
先
着
200
名
﹇
費
用
﹈
無
料

﹇
申
込
み
﹈
当
日
直
接
会
場
へ

﹇
問
合
せ
﹈
あ
ず
ま
図
書
館
1
３
６

１
２
―
６
０
４
８
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大
学
生
が
小
・
中
学
校

で
活
動
し
て
い
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？

墨
田
育
英
会
の
奨
学
金

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料

館
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

児
童
文
学
評
論
家
　
赤
木
か
ん
子
氏

� 杉 政 宏 氏


